
第６次府中市男女共同参画計画（案）へのパブリックコメント手続の実施結果について

1 実施期間 令和元年１１月２５日（月）から１２月２４日（火）

2 意見の件数等
電子メール ファックス 郵送 意見箱投函 窓口

8 2 2 0 0 0 0

3 意見の概要等
番号 掲載ページ 市の考え方

1 2 ご指摘を踏まえ、表現を修正いたします。

2 2 ご指摘のとおり、修正します。

3 3 ご指摘のとおり、修正します。

4 48

本計画では、学校における性教育などは、２１ページ「施
策（１）学校における男女共同参画の推進」の「事業項目
番号２０学校協教育における男女共同参画の推進」で取り
扱うこととしています。

5 52

目標Ⅳにつきましては、「男女共同参画社会づくり」とい
う目標を達成するため、課題として「男女共同参画意識の
普及・啓発」を掲げ、各事業項目でその解決を図ることと
しております。

6 52 「男女共同参画推進フォーラム」に統一します。

7 52

各担当課の取り組みにつきましては、毎年度作成している
「府中市男女共同参画推進状況評価報告書」において、各
担当課が取り組み実績を自己分析・評価しております。さ
らに、その結果について本市の附属機関である男女共同参
画推進協議会による第三者評価を行い、施策進捗状況を管
理しております。
また、ニーズ調査については、５４ページ図表４３に記載
しております。今後も市民のニーズを把握しながら、適宜
施策に反映してまいります。

8 全体

環境整備については、本計画においても情報提供や研修・
講座などを通じ、意識啓発を図ってまいります。
また、法整備につきましては、今後とも国の動向等を注視
してまいます。

日本国憲法の理念として24条の一部を引用していますが、この24条は婚姻に関する条文なので、そこを
理念として引用するのは、ちょっとそぐわないように思われます。なので、かぎ括弧と（第24条）を削
除してはどうかと思います。

「法の下の平等」ではなく、「法の下に平等」です。

意見の提出方法別人数
意見件数 提出者数

該当箇所 意見の概要

文言

計画の基本理念

全体

ライフスタイルに応じて柔軟な働き方が出来る環境を整備する事が第一の課題だと思います。
それについては、まずはそこが整備されない限り様々な事案が多く、それについてもまずは最優先課題
を見つけ、優先順位をつけた上で一つずつ対策をし、細かな状況を変えない限りよりよいまちづくりに
はなかなか対応出来ないと思います。
私個人は、大きな意味で強制力のある法整備が最優先だと思います。
そこが変わらない限り、多様化した課題にはなかなか対応出来ないのが実情だと思います。

ジェンダーギャップ指数は最新のデータに差し替えてはどうかと思います。

「現状と課題」の中で、フチュールの利用状況が減少していること、フォーラムの参加者数が増加して
いることにふれていますが、その原因、理由などに言及されておらず、課題が明らかになっていませ
ん。男女共同参画施策の拠点となるべき施設が利用されていないということは、府中市の男女共同参画
施策がうまく機能していないことのあらわれとも考えられます。現状を分析して、適切な施策を考える
べきではないかと思います。
また、意識調査がよく引用されていますが、意識調査をするだけでは普及・啓発はできないと思いま
す。効果的な施策を推進していくためには、意識調査ではなく、市民が何を求めているのか、何に困っ
ているのか、不満があるかなど、具体的なニーズを把握するためのニーズ調査が必要ではないかと思い
ます。

現状と課題ほか

文言

目標Ⅳ

事業項目番号70
リプロダクティブ・ヘルス/ライツ

計画の目標

「男女共同参画推進フォーラム」が、何箇所かで「男女共同参画フォーラム」になっているので、統一
したほうがよいかと思います。

リプロダクティブ・ヘルス/ライツの視点での啓発活動を推進するのであれば、「学校における性教育
の充実」あるいは「性に関する学習機会の充実」に関する施策も加えていただきたいと思います。これ
は国の男女共同参画計画にもあるので、大事な施策ではないかと思います。

目標Ⅳ「男女共同参画社会づくり」というタイトルが、内容に合致していないように思います。主に普
及啓発が目標なので、「……意識の形成」とか、あるいは課題が１つしかないので、課題と同じタイト
ルでもよいかと思います。


